　　　
　　



	プログラム
	日　程
	時　　間
	テ 　ー 　マ
	講　師（敬称略）

	
	３／１５
（土）
	13:00～1５:00
	愛着に焦点を当てた治療
	西澤 　　哲

	
	
	15:15～17:15
	愛着障害と子ども虐待；そのケア
	杉山 登志郎

	
	３／１６
（日）
	 9:00～10:00
	複雑性トラウマという見方
	奥山 眞紀子

	
	
	10:15～12:15
	トラウマに焦点を当てた認知行動療法
	亀岡 　智美

	
	
	13:15～14:45
	ライフストーリーワーク
	楢原 　真也

	
	
	15:00～16:00
	ディスカッション　（西澤先生司会）
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虐待を受けた子どもへの理解と治療


～最新の知見～








２０１４年９月に「子ども虐待防止世界会議　名古屋」が開催されます。


　　　[メインテーマ：子ども中心の社会に向けて：過去から学び、未来にむけて行動しよう]


当財団はこの趣旨に賛同し受講料の一部を寄附する予定です。多くの方のご参加を期待します。





期　　日：２０１４年 ３月１５日（土）～１６日（日）


受講対象：子どもの虐待・いじめ防止・子どもの援助に携わるすべての専門職・行政職・


民間団体・ボランティアの方


定　　員：180名（定員になり次第締切りますのでホームページなどでご確認ください）


受 講 料：１２,０００円（税込み）　※ 昼食は各自でお手配ください


主　　催：明治安田こころの健康財団


会　　場：全国町村議員会館　2F会議室　　東京都千代田区一番町25番地　


地下鉄半蔵門線「半蔵門駅」下車　４番出口より徒歩０分


※ 詳細地図は受講証に添付いたします





講師ご紹介        





******** 企画講師 ／／ 奥山　眞紀子　先生 ／／ ********


奥山 眞紀子　先生 ： 国立成育医療研究センター　こころの診療部長


西澤　 　哲　先生 ： 山梨県立大学人間福祉学部　教授


杉山 登志郎　先生 ： 浜松医科大学児童青年期精神医学講座　特任教授


亀岡 　智美　先生 ： 兵庫県こころのケアセンター　副センター長兼研究部長


　　　楢原 　真也　先生 ： 子どもの虹情報研修センター　研修主任





子ども期に虐待を受けることが多くの精神的問題に繋がる危険性が高いことは明らかとなっており、その背景にはアタッチメント形成不全とトラウマが存在します。一方、虐待を受けた子どもが発達障害の症状を呈することが多いこともよく遭遇する問題で、原因なのか結果なのかに悩まされることも多いものです。


そこで、今回は虐待を受けた子どもの理解と治療の最新の知見を学ぶことを目的に、２日間の研修を企画しました。トラウマ治療として国際的に標準的な治療と認められてきている「トラウマに焦点を当てた認知行動療法」（Trauma focused Cognitive Behavior Therapy; TF-CBT）を亀岡智美先生に、アタッチメントに焦点を当てた治療を西澤哲先生にお話しいただき、発達障害との関連を杉山登志郎先生にお話しいただきます。それに加えて、子どもの人生を紡ぐライフストーリーワークを、現場で実践してこられた楢原真也先生にご紹介いただき、奥山が虐待を受けた子どもの状態をどのように理解するかの一つの流れとしての「子どもの複雑性トラウマ」とそれに焦点を当てた治療法を紹介します。虐待を受けた子どもとかかわることの多い職業の方々、これからそのような治療を行っていきたいと考えている方々のご参加をお待ちしております。　　　　　　　　　　　　　　【企画講師：奥山　眞紀子】








※プログラムは変更する場合がございます。あらかじめご了承ください。








